
 

～福祉施設の交流も行っている｢ちょこっと cafe・ふれあい｣さんより～ 
  ふれあい・いきいきサロン運営費助成活用 
 

コロナ禍にあっても、対策に注意し、毎月１回のカフェを開くことができました。 

近隣の社会福祉施設２か所（お弁当クラブ、生活実習所）との交流（手作り品の出店、パンの販売な

ど）も定例化し、社会福祉協議会の助成金の支援や会場のふれあい工房をお借りすることで、安定した

運営につながっています。社会福祉協議会、西部地域包括 

支援センター、ＵＲコミュニティの情報等の支援によって、 

来場者も安心しておしゃべりや折り紙、小さな手芸などを 

楽しむことができています。 

コロナ禍ということもあり、こどもを含めた多世代交流 

が叶わないことが残念ですが、これからも身近な場所で 

楽しく活動を続けていきます。 

ありがとうございました。 

◆令和３年度 歳末たすけあい運動のご報告  

２，２８４，１３８円 
 

募金は、いったん東京都共同募金会に納められ、令和３年度に事務費、令和４年度に 

地域福祉活動費としてあらためて配分されます。 

 

◆あなたの気持ちは地域福祉のさらなる充実のために（募金の使いみち） 

地域福祉活動助成事業 

地域で「高齢者・障害者の支援活動」「子育て支援活動」「介護予防活動」

「地域住民のたすけあい活動」「交流活動」などを行う団体に助成します。 

（２団体に助成） 

ふれあい・いきいきサロン 

運営費助成事業 

誰もが集えるサロンを開き、定期的に交流活動を行う団体に助成します。 

（４７カ所に助成） 

当事者団体助成事業 
障がいへの理解・福祉の啓発を行うことを目的に、障がい者団体等の当事者

団体に助成します。（１０団体に助成） 

小地域福祉活動 

各町の福祉協力員会へ活動費の一部を助成します。 

（福祉協力員会では、地域住民を対象に交流行事や茶話会、サロン活動、ミ

ニコミ紙の発行、個別支援活動などそれぞれの町ごとに開催しています。） 

活動拠点整備事業 

栄町にある拠点「ふれあいスペース“いっぷく”」を運営することで、市民活動

を支援します。（いっぷくでは、サロン活動やコミュニティカフェ、講座などを開

催しています。） 

第５次地域福祉活動計画 

推進事業 

通称                （２０１８～２０２３年）は、地域の支え合いを進めるた

めの仕組みを皆でつくる計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

   
 

 

 


